[bookmark: _w2by3fsam0eh]音響監督業務契約書

株式会社〇〇（以下「甲」という。）と〇〇〇〇（以下「乙」という。）は、甲が企画、製作又は制作するアニメーション作品に関する音響監督業務について、以下のとおり音響監督業務契約（以下「本契約」という。）を締結する。

[bookmark: _pj32zx3a778]第1条（目的）
本契約は、甲が乙に対してアニメーション作品に関する音響監督業務を委託し、乙がこれを受託するにあたり、その業務内容、報酬、成果物の取扱い、知的財産権その他必要な事項を定めることを目的とする。

[bookmark: _3p7mzx2r4a3z]第2条（対象作品）
1. 本契約の対象となる作品（以下「本作品」という。）は、次のとおりとする。
作品名：〇〇〇〇
作品種別：テレビアニメーション・劇場用アニメーション・Webアニメーション・その他（〇〇）
話数・尺：〇〇
制作期間：〇〇年〇月〇日から〇〇年〇月〇日まで
公開・放送予定：〇〇
その他：〇〇
2. 前項の内容に変更が生じた場合、甲乙は必要に応じて書面又は電磁的方法により変更内容を確認するものとする。
3. 
[bookmark: _ip0cwfykutqe]第3条（業務の委託）
1. 甲は乙に対し、本作品に関する音響監督業務（以下「本業務」という。）を委託し、乙はこれを受託する。
2. 乙は、本作品の企画意図、演出方針、作品世界、キャラクター設定、制作スケジュールその他甲から提示された条件を理解したうえで、専門的な知識及び経験に基づき本業務を遂行するものとする。
3. 乙は、本業務の遂行にあたり、甲、本作品の監督、プロデューサー、演出担当者、音響制作会社その他本作品の制作関係者と必要な連携を行うものとする。
4. 
[bookmark: _kf9jdi3yitcv]第4条（本業務の内容）
乙が行う本業務は、甲乙間で別途合意する範囲において、次の各号に掲げる業務とする。
1. 本作品の音響演出方針の策定及び提案
2. キャラクターの音声表現、演技方向その他音響演出に関する検討
3. 声優、ナレーターその他出演者に対する演技指示及び収録時のディレクション
4. アフレコ、プレスコその他音声収録への立会い及び監督
5. テイクの選定、再収録の要否判断及び音声素材に関する確認
6. 音響制作会社、録音技師、音響効果担当者その他音響スタッフに対する指示及び調整
7. 効果音、環境音その他音響効果に関する演出上の指示及び監修
8. 音楽の使用箇所、音量、タイミングその他音響演出上必要となる事項についての提案及び監修
9. ダビング、ミックスその他音響仕上げ作業への立会い、確認及び監修
10. 完成音声、ミックス音源その他音響素材の確認
11. リテイク、修正その他甲が合理的に必要と認める対応
12. 本作品の監督、プロデューサーその他制作関係者との打合せ
13. 前各号に付随し、又は関連する業務
14. その他甲乙が別途合意する業務
15. 
[bookmark: _nabqwlf5hlpz]第5条（業務遂行上の指示及び裁量）
1. 乙は、本作品全体の制作方針及び甲から提示された仕様、スケジュールその他の条件に従い、本業務を遂行するものとする。
2. 乙は、音響演出上の専門的判断について合理的な裁量を有するものとする。ただし、本作品全体の最終的な制作方針及び完成内容については、甲又は甲が指定する監督若しくはプロデューサーの決定に従うものとする。
3. 乙は、本業務の遂行に重大な影響を及ぼす事情が生じた場合、速やかに甲に報告し、その対応について協議するものとする。
4. 
[bookmark: _uqniqp8bqx0y]第6条（制作資料等の提供）
1. 甲は、乙が本業務を遂行するために合理的に必要となる範囲で、台本、絵コンテ、映像素材、キャラクター設定、演出資料、制作スケジュールその他必要な資料を乙に提供する。
2. 乙は、前項の資料を本業務以外の目的に使用してはならない。
3. 乙は、甲の事前の承諾なく、前項の資料を第三者に開示、提供、複製又は公衆送信してはならない。
4. 
[bookmark: _ug1zqrly0t8f]第7条（収録及び制作スケジュール）
1. 乙は、甲又は甲が指定する音響制作会社等から提示された収録日、ダビング日その他の制作スケジュールに合理的な範囲で協力するものとする。
2. 乙がやむを得ない事情により予定された業務を実施できない場合、乙は速やかに甲に通知し、甲乙協議のうえ代替日程その他必要な対応を決定する。
3. 甲の都合による大幅な制作スケジュールの変更又は追加業務により乙の負担が著しく増加する場合、甲乙は報酬及び業務条件について別途協議するものとする。
4. 
[bookmark: _247pk3zglf08]第8条（確認及び修正）
1. 甲は、本業務の遂行内容について確認し、本作品の制作上合理的に必要な範囲で乙に修正、再確認又は追加対応を求めることができる。
2. 乙は、前項の求めが本契約に定める本業務の範囲内である場合、合理的な範囲でこれに対応するものとする。
3. 甲による企画内容、映像内容、脚本、キャラクター設定その他制作条件の変更に起因して、本業務の範囲を超える大幅な再収録、再編集、再監修その他追加作業が必要となった場合、甲乙は追加報酬及び納期について協議するものとする。
4. 
[bookmark: _azy41fs12v1y]第9条（報酬）
1. 甲は乙に対し、本業務の対価として、金〇〇円（消費税及び地方消費税を別途加算する。）を支払う。
2. 前項の報酬には、本契約に定める通常の音響監督業務及び通常想定される範囲の修正対応の対価を含むものとする。
3. 本契約締結時に想定されていなかった追加話数、追加収録、大幅な再収録、制作期間の大幅な延長その他乙の業務量を実質的に増加させる事情が生じた場合、甲乙は追加報酬について協議する。
4. 甲は、乙から適法な請求書を受領した後、〇〇年〇月〇日まで又は毎月末日締め翌月末日払いその他甲乙が合意した期日までに、乙指定の金融機関口座へ振り込む方法により報酬を支払う。
5. 振込手数料は甲の負担とする。
6. 
[bookmark: _z5jyte3oqw62]第10条（費用負担）
1. 本業務の遂行に通常必要となる費用は、別段の合意がない限り乙の負担とする。
2. 甲の指定により遠隔地への出張、宿泊その他特別な費用が必要となる場合、その負担については事前に甲乙間で協議する。
3. 乙が甲に費用を請求する場合、甲が事前に承認した費用に限るものとし、乙は領収書その他甲が合理的に求める資料を提出する。
4. 
[bookmark: _nhatzg25xdtp]第11条（成果物）
1. 本業務の遂行過程において乙が作成する音響演出資料、演技指示資料、音響指示書、修正指示書その他本作品のために新たに作成された資料のうち、著作物に該当するものを「成果物」という。
2. 乙は、成果物について第三者の権利を不当に侵害しないよう合理的な注意を払うものとする。
3. 成果物の提出方法、形式及び時期について別途指定がある場合、乙は合理的な範囲でこれに従うものとする。
4. 
[bookmark: _tlg750pozezb]第12条（著作権等）
1. 成果物に係る著作権その他の知的財産権について、乙又は第三者が従前から保有する権利を除き、本業務の対価の支払いを条件として、成果物について乙に発生する著作権（著作権法第27条及び第28条に規定する権利を含む。）は甲に譲渡されるものとする。
2. 前項の権利譲渡の対価は、第9条に定める報酬に含まれるものとする。
3. 乙が従前から保有するノウハウ、技法、知識、一般的な演出手法その他本作品のために新たに創作されたものではない情報及び権利は、乙に留保されるものとする。
4. 成果物に第三者が権利を有する素材等が含まれる場合、乙はあらかじめ甲にその旨を通知し、その利用条件について甲と協議するものとする。
5. 
[bookmark: _3vzmmkhza1fx]第13条（著作者人格権）
乙は、本作品及び成果物について乙に著作者人格権が発生する場合、甲、甲から権利を承継した者、本作品の製作委員会構成員、配給会社、放送事業者、配信事業者その他甲から正当に権利を取得し又は利用許諾を受けた者に対し、著作者人格権を行使しないものとする。

[bookmark: _bwyn3v59qe21]第14条（本作品の利用）
1. 甲は、本作品を、その全部又は一部について、国内外を問わず、期間及び回数の制限なく、放送、上映、配信、公衆送信、送信可能化、複製、頒布、販売、貸与、翻訳、吹替え、字幕化、編集、改変その他本作品の利用に必要な方法により利用することができる。
2. 甲は、本作品を宣伝、広告、販売促進、イベント、映像商品、配信サービスその他本作品に関連する目的で利用することができる。
3. 乙は、前二項に定める本作品の利用について、第9条に定める報酬のほか、別途合意した場合を除き追加の対価を請求しないものとする。
4. 
[bookmark: _kxs3xou0rpo8]第15条（第三者の権利）
1. 乙は、本業務の遂行にあたり、第三者の著作権、著作者人格権、商標権、肖像権、プライバシーその他の権利を不当に侵害しないものとする。
2. 乙が第三者の著作物その他の素材を本業務に使用する必要がある場合、乙は事前に甲へ通知し、甲乙協議のうえその取扱いを決定する。
3. 乙の責めに帰すべき事由により第三者との間で権利侵害に関する紛争が生じた場合、乙は甲と協力してその解決に努めるものとする。
4. 
[bookmark: _ip55euodmkvq]第16条（クレジット）
1. 本作品に乙の氏名又は名称を音響監督として表示する場合、その表示方法、位置、サイズ、媒体その他の条件は、甲が本作品の制作及び利用形態を考慮して決定する。
2. 放送枠、配信サービスの仕様、宣伝物のスペースその他合理的な事情によりクレジット表示が困難な場合、甲は乙のクレジットを省略することができる。
3. 甲乙が別途クレジット条件を書面又は電磁的方法により合意した場合は、その合意を優先する。
4. 
[bookmark: _b8o5d37nnq63]第17条（秘密保持）
1. 乙は、本業務に関連して知り得た甲又は本作品に関する技術上、営業上、制作上その他一切の非公知情報を秘密として管理し、甲の事前の承諾なく第三者に開示又は漏えいしてはならない。
2. 前項の秘密情報には、未公開の映像、台本、絵コンテ、設定資料、キャラクター情報、出演者情報、キャスティング情報、音声データ、楽曲情報、公開時期、制作スケジュール、制作費その他本作品に関する非公知情報を含む。
3. 次の各号に該当する情報は、秘密情報から除外する。
(1) 乙が受領した時点ですでに公知であった情報
(2) 乙の責めによらず公知となった情報
(3) 乙が受領前から適法に保有していた情報
(4) 正当な権限を有する第三者から秘密保持義務を負わず適法に取得した情報
4. 法令又は裁判所若しくは行政機関の命令により開示を求められた場合、乙は必要最小限の範囲で秘密情報を開示することができる。この場合、法令上許される範囲で速やかに甲へ通知するものとする。
5. 本条の義務は、本契約終了後〇年間存続するものとする。ただし、営業秘密その他その性質上引き続き秘密として管理すべき情報については、その秘密性が失われるまで存続するものとする。
6. 
[bookmark: _mtti2phd0c60]第18条（情報発信等）
乙は、甲の事前の承諾なく、本作品の公表前に、本作品への参加、本作品の内容、出演者、収録状況、制作過程その他本作品に関する非公知情報を、SNS、動画共有サービス、ブログ、Webサイト、イベント、インタビューその他方法のいかんを問わず公表してはならない。

[bookmark: _t8ln66xgstqk]第19条（生成AI等の利用）
1. 乙は、甲から提供された未公開の台本、映像、音声、キャラクター設定、出演者情報その他秘密情報を、甲の事前の承諾なく、生成AIその他第三者が提供する機械学習サービスへ入力、送信又は学習させてはならない。
2. 乙が本業務に生成AIその他のAIサービスを利用しようとする場合、秘密情報の取扱い、第三者の権利、利用規約その他必要な事項を確認し、甲が求めた場合には事前に利用方法を説明するものとする。
3. 甲が生成AI等の利用を禁止した場合、乙は本業務についてこれを使用してはならない。
4. 
[bookmark: _s72a7us026fb]第20条（再委託）
1. 乙は、甲の事前の承諾なく、本業務の全部又は主要な部分を第三者に再委託してはならない。
2. 甲が再委託を承諾した場合、乙は再委託先に本契約に基づき乙が負う秘密保持義務その他必要な義務と同等の義務を負わせるものとする。
3. 乙は、再委託先の行為について、自ら本業務を遂行した場合と同様の責任を負うものとする。
4. 
[bookmark: _6b1zvik3x1td]第21条（地位等の譲渡禁止）
乙は、甲の事前の書面による承諾なく、本契約上の地位又は本契約に基づく権利若しくは義務の全部又は一部を第三者に譲渡し、承継させ、又は担保に供してはならない。

[bookmark: _9hydu9rsun4w]第22条（契約期間）
本契約の有効期間は、〇〇年〇月〇日から〇〇年〇月〇日までとする。ただし、本契約終了時に未完了の本業務が存在する場合、甲乙はその取扱いについて協議するものとする。

[bookmark: _7fipe1m0qq7g]第23条（解除）
1. 甲又は乙は、相手方が本契約に違反し、相当の期間を定めて是正を求めたにもかかわらず当該期間内に是正されない場合、本契約の全部又は一部を解除することができる。
2. 甲又は乙は、相手方に次の各号のいずれかの事由が生じた場合、何らの催告を要することなく直ちに本契約の全部又は一部を解除することができる。
(1) 重大な契約違反があったとき
(2) 支払停止又は支払不能となったとき
(3) 差押え、仮差押えその他強制執行の申立てを受けたとき
(4) 破産手続、民事再生手続その他これらに類する手続開始の申立てがあったとき
(5) 信用状態が著しく悪化したと認められるとき
(6) その他本契約を継続することが困難となる重大な事由が生じたとき
3. 本条による解除は、損害賠償請求を妨げない。
4. 
[bookmark: _xv6ctkr456f7]第24条（制作中止等）
1. 甲が本作品の制作を中止又は延期する場合、甲は乙に対し、その旨を速やかに通知するものとする。
2. 前項の場合、甲乙は、乙が中止又は延期までに実施した業務の内容及び進捗状況を踏まえ、未払報酬、実費その他必要な精算について協議するものとする。
3. 制作延期後に本業務を再開する場合、甲乙は必要に応じてスケジュール及び報酬等を改めて協議する。
4. 
[bookmark: _sry95dubr2ac]第25条（損害賠償）
甲又は乙が、自己の責めに帰すべき事由により本契約に違反し、相手方に損害を与えた場合、当該当事者は、相手方に対し、その違反と相当因果関係のある損害を賠償する責任を負うものとする。

[bookmark: _8kd1xe2cgo7v]第26条（不可抗力）
天災地変、火災、感染症の流行、戦争、暴動、法令の制定改廃、行政機関による命令、交通機関の重大な障害、通信障害その他当事者の合理的な支配を超える事由により本契約上の義務の履行が遅延又は不能となった場合、当該当事者は、その責めに帰することのできない範囲について責任を負わないものとする。
[bookmark: _jmiiz7ci3jnf]第27条（反社会的勢力の排除）
1. 甲及び乙は、それぞれ自己又は自己の役員等が、暴力団、暴力団員、暴力団関係企業、総会屋その他これらに準ずる反社会的勢力に該当せず、かつ、これらと社会的に非難されるべき関係を有していないことを表明し保証する。
2. 甲又は乙が前項に違反した場合、相手方は何らの催告を要することなく本契約を解除することができる。
3. 前項に基づき解除した当事者は、当該解除により相手方に生じた損害について責任を負わない。
[bookmark: _9qx5hix8j12f]第28条（契約終了後の措置）
1. 本契約が終了した場合、乙は、甲の指示に従い、甲から提供された台本、映像素材、音声素材、設定資料その他秘密情報を記録した資料を返還、消去又は廃棄するものとする。
2. 本契約終了後も、第12条、第13条、第14条、第15条、第17条、第18条、第25条、第30条その他その性質上存続すべき条項は有効に存続するものとする。
[bookmark: _1avw5dw176o4]第29条（協議事項）
本契約に定めのない事項又は本契約の各条項の解釈について疑義が生じた場合、甲乙は、本作品の円滑な制作を考慮し、誠意をもって協議のうえ解決するものとする。

[bookmark: _lomstjeybyfd]第30条（準拠法及び合意管轄）
1. 本契約の成立、効力、履行及び解釈については、日本法を準拠法とする。
2. 本契約に関して甲乙間に訴訟の必要が生じた場合、〇〇地方裁判所又は〇〇簡易裁判所を第一審の専属的合意管轄裁判所とする。
3. 
以上、本契約締結の証として、本書2通を作成し、甲乙記名押印のうえ各1通を保有する。ただし、本契約を電磁的方法により締結する場合は、本契約の電磁的記録を作成し、甲乙が電子署名その他合意した方法により締結の意思を表示し、それぞれ当該電磁的記録を保管する。





〇〇年〇月〇日

甲（委託者）
所在地：〇〇〇〇

会社名：株式会社〇〇

代表者：〇〇〇〇　印

乙（受託者・音響監督）
住所：〇〇〇〇

氏名／名称：〇〇〇〇　印

